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野
田
首
相
が
、「
重
要
課

題
を
先
送
り
し
て
き
た
『
決

め
ら
れ
な
い
政
治
』
か
ら
脱

却
す
る
」
と
述
べ
た
。
し
か

し
、
そ
の
「
重
要
課
題
」

は
、
増
税
と
国
民
負
担
を
押

し
付
け
る
も
の
で
、
国
民
の

願
い
と
真
っ
逆
さ
ま
。

　

自
民
の
谷
垣
総
裁
が
、
民

主
の
「
公
約
違
反
」
を
追
求

し
た
が
、
政
策
は
瓜
二
つ
。

い
ま
す
ぐ
必
要
な
こ
と

将
来
展
望
へ
の
見
通
し

　

国
民
は
、「
構
造
改
革
」

で
破
壊
さ
れ
た
暮
ら
し
の
復

活
を
こ
そ
求
め
て
い
る
。
震

災
・
津
波
の
被
災
者
も
、原
発

事
故
に
よ
る
被
災
者
も
、
暮

ら
し
の
再
建
を
求
め
て
い
る
。

　

こ
ん
な
時
に
増
税
や
社
会

保
障
の
負
担
増
が
、
ど
ん
な

悪
影
響
与
え
る
の
か
、
説
明

す
れ
ば
子
ど
も
で
も
わ
か
る
。

　

橋
下
・
維
新
の
会
は
、

「
改
革
者
」
を
装
い
、
形
を

変
え
れ
ば
（
都
構
想
）、
暮

ら
し
が
良
く
な
る
の
か
の
よ

う
な
幻
想
を
振
り
ま
い
て
い

る
。
し
か
し
、
い
ま
苦
し
ん

で
い
る
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の

解
消
や
、
そ
の
た
め
の
施
策

は
何
も
提
言
し
な
い
。

　

あ
れ
ほ
ど
の
発
信
力
が
あ

る
の
だ
か
ら
、
本
気
で
「
不

安
定
雇
用
を
無
く
し
、
最
賃

引
き
上
げ
や
均
等
待
遇
を
せ

よ
」
と
求
め
れ
ば
違
っ
た
方

向
に
進
む
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
不
当
な
「
競

争
」
や
「
自
己
責
任
論
」
を

肯
定
し
、「
資
本
の
論
理
」

を
振
り
か
ざ
す
橋
下
・
維
新

の
会
に
、
そ
ん
な
気
は
さ
ら

さ
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

資
本
主
義
の
仕
組
み

「
資
本
の
論
理
」転
換
を

　

マ
ル
ク
ス
は
、「
厳
密
に

科
学
的
な
理
論
に
も
と
づ
く

方
針
を
人
民
に
し
め
さ
ず

に
、
革
命
を
扇
動
す
る
の

は
、
人
民
を
だ
ま
す
こ
と
で

し
か
な
い
」
と
言
っ
た
。
今

で
い
え
ば
、
ま
る
で
橋
下
・

維
新
の
会
に
言
っ
て
い
る
よ

う
だ
。

　

マ
ル
ク
ス
は
、
資
本
主
義

の
批
判
的
分
析
を
行
っ
た

が
、
そ
こ
で
人
間
の
存
在
条

件
で
あ
る
労
働
を
分
析
し
て

い
る
。（『
資
本
論
』
第
１
章

第
２
節
）

　

労
働
は
、
…
人
間
と
自
然

と
の
あ
い
だ
の
物
質
代
謝

を
、
し
た
が
っ
て
人
間
の
生

活
を
、
媒
介
す
る
た
め
の
、

永
久
の
自
然
的
必
然
で
あ

る
。

　

そ
し
て
、「
ど
の
国
民

も
、
も
し
１
年
と
言
わ
ず
数

週
間
で
も
労
働
を
や
め
れ

ば
、
死
ん
で
し
ま
う
で
あ
ろ

う
、
と
い
う
こ
と
は
子
供
で

も
わ
か
る
こ
と
で
す
」（
ク

ー
ゲ
ル
マ
ン
へ
の
手
紙
）
と

語
り
、
人
間
の
生
存
条
件
を

破
壊
す
る
資
本
主
義
の
論
理

を
厳
し
く
糾
弾
し
て
い
る
。

人
間
的
復
興
こ
そ
が

求
め
ら
れ
て
い
る

　

今
年
で
６
回
目
を
迎
え
る

大
阪
多
喜
二
祭
は
、
東
日
本

大
震
災
と
福
島
原
発
事
故
の

教
訓
を
踏
ま
え
、「
人
間
的

復
興
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
す

る
。

　

東
日
本
大
震
災
復
旧
・
復

興
支
援
み
や
ぎ
県
民
セ
ン
タ

ー
代
表
世
話
人
で
も
あ
る
日

野
秀
逸
東
北
大
学
名
誉
教
授

に
「
多
喜
二
と
人
間
的
復

興
」（
仮
題
）
と
し
て
記
念

講
演
を
し
て
い
た
だ
く
。

　

２
月
18
日
（
土
）
午
後
２

時
か
ら
ク
レ
オ
大
阪
東
。

⑥
後
ろ
の
―
―
だ
あ
れ

⑧
鼻
の
長
さ
で
は
負
け
な
い
よ

⑩
硬
貨
。
―
―
ロ
ッ
カ
ー

⑪
弱
々
し
い
こ
と
。
意
志
―
―

⑬
入
選
に
次
ぐ
優
れ
た
作
品

⑯
鈍
感
の
対
語

⑱
暑
気
あ
た
り
で
鬼
の
―
―

⑳
動
物
的
な
○
○
が
冴
え
る

㉒
―
―
と
刺
股
の
捕
物
劇

㉔
○
○
に
毛
あ
り
禿
に
毛
な
し

㉕
円
周
率
を
示
す

①
○
○
は
世
に
つ
れ
世
は
○
○

に
つ
れ

②
住
居
。
結
構
な
お
―
―
で

③
他
の
客
と
同
じ
卓
に
着
く
事

④
○
○
も
人
な
り
我
も
人
な
り

⑤
両
方
。
―
―
の
言
い
分

①
か
す
か
に
射
す
光

⑤
は
ば
む
こ
と
。
増
税
○
○

⑦
カ
ゴ
に
入
っ
た
紅
白
の
球
の

数
を
競
う
運
動
会
の
定
番
競

技
⑧
与
え
る
こ
と
。
―
―
税

⑨
○
○
の
名
物
、
赤
福
餅

タ
テ
の
キ
ー
♡

ヨ
コ
の
キ
ー
♢

古紙配合率１００％再生紙を使用しています。

「
蟹
工
船
―

「
蟹
工
船
―
2121
世
紀
丸
」物
語

世
紀
丸
」物
語
22　
　
　

　
　
　

  
1111

「
資
本
の
論
理
」で
な
く

　
　
　
　
　
「
人
間
的
復
興
」を
！

大
阪
府
職
労
執
行
委
員　

大
阪
府
職
労
執
行
委
員　

小
山　

国
治

小
山　

国
治

応　募　府職労本部まで
締め切り　２月23日（木）

　正解者の中から抽選で５人の方に図書カード（1000円分）を進呈
します。①解答②お名前③支部分会職場名④最近のできごとやメッ
セージを書いて、府職労本部まで、届けて下さい（はがき、メール
やファックスも可）。当選者は、次の１日号で発表します。メッセ
ージは、つぶやきに採用させていただくことがありますので、匿名
希望の方は、その旨お書き添え下さい。

　カギを解き、二重ワクに入る文字をアルファ
ベット順に並べてできる言葉は何でしょう。

クロスワードクイズクロスワードクイズ

⑩
前
方
の
対
。
―
―
支
援

⑫
教
育
の
―
―
均
等

⑭
松
、
竹
、
○
○
３
点
セ
ッ
ト

⑮
○
○
を
長
く
し
て
待
つ

⑰
奮
っ
て
ご
―
―
く
だ
さ
い

⑲
人
柄
。
―
―
者

㉑
○
○
引
き
で
順
番
を
決
め
る

㉓
よ
る
。
―
―
営
業

㉔
原
。
―
―
で
草
野
球
を
す
る

㉖
漢
字
の
音
読
み
と
○
○
読
み

㉗
世
間
に
対
す
る
体
面
、
見
栄

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

１
月
15
日
号
の
府
職
の
友
の
読
者
の
つ
ぶ
や
き
で
掲
載
さ
れ
て
い

た
「
た
つ
の
お
と
し
ご
」
の
イ
ラ
ス
ト
は
女
性
部
の
知
事
あ
て
年
賀

は
が
き
の
も
の
で
し
た
。
手
違
い
に
て
読
者
の
イ
ラ
ス
ト
と
し
て
掲

載
し
て
し
ま
い
ま
し
た
こ
と
、
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

府職労府職労 のご案内のご案内定例法律相談定例法律相談
顧問弁護士 城塚健之 先生

３月13日（火）午後２時～４時
　府職労では、毎年６回、顧問弁護士による定例無料法律相
談を実施しています。毎年１・３・５・７・９・11月の第２
火曜日を予定しています。
　１回、１人30分、４名をメドとしています。
◉相談の申し込みは、３月12日（月）午前中までに
　電話（06－6941－3079）で府職労本部福祉法制部まで
　申し込んで下さい。
＊なお当日は、相談時間の10分前には、府職労本部書記局ま
でお越しください。

【解　答】
1
月
号
の
解
答
と
当
選
者

答
え
＝
ナ
デ
シ
コ
ジ
ャ
パ
ン

当　

選　

者

当　

選　

者

奥野　　智（なにわ南府税事務所）
草宮　利一（建築安全課）
大西　進一（なにわ南府税事務所）
木村巣美恵（南河内府税事務所）
前園　伸作（中央府税事務所）
梶村のり子（保健医療室）
浜地　啓二（東部流域下水道事務所）
東　　一郎（成人病Ｃ）
髙元　豊子（八尾土木事務所）
草野さゆり（枚方保健所）

西尾　尚芳（下水道室）
山上元比古（なにわ南府税事務所）
北村　拓也（東部流域下水道事務所）
赤井　　薫（寝屋川保健所）
吉田　佳一（南河内府税事務所）
竹田　広行（中河内府税事務所）
泉　　博文（大阪自動車税事務所）
伊藤　育雄（北河内府税事務所）
渡邊　裕司（池田土木事務所）
田中　　幸（産業技術総合研究所）

ミュージカル「アンネの日記より」

アンネ・フランク

絶対に外に出られないってこと
、これ

がどれだけ息苦しいものか、と
ても言

葉には言い表せません

チケット￥5,000（全席指定）

２月18日（土）２月18日（土）
17:30開演（17：00開場）17:30開演（17：00開場）

13:00開演（12：30開場）13:00開演（12：30開場）
２月19日（日）２月19日（日）

いたみホール（大ホール）
伊丹市宮ノ前１－１－３　☎072-778-8788

■主　催　e-stage.com　http://e-stage.jimdo.com
■後　援　文化庁　兵庫県　兵庫県教育委員会　伊丹市文化振興財団
　　　　　アンネフランク財団　アンネフランクハウス

～わずか15歳で強制収容所で亡くなった少女、
　　　　　　アンネ・フランクの生涯を伝えます～

ール）

あなたになら、これまで誰にも打ち明けられなかったことを、何もかもお話しできそうです。どうか私のために大きな心の支えと慰めになって下さいね

チケットのチケットの
お問合せはお問合せは

府職労本部府職労本部
までまで


